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7.4 交流可能圏域に着目した評価指標の開発に係る分析事例（中部地整） 

 （東海北陸自動車道の全線開通効果に関する分析事例） 

 

7.4.1 背景及び目的 

① 背景 

本稿は、国土技術研究会指定課題における「交流可能

圏域に着目した評価指標の開発」に係る分析事例として、

中部地方の高規格幹線道路整備を例として、道路整備に

よるアクセス性向上が、観光に及ぼす可能性について、

「交流圏人口」を用いて検討を行った事例である。 

中部地方の北部に位置する岐阜県飛騨地域周辺は、

世界遺産（白川郷・五箇山の合掌造集落）、古い町並み

（高山市三町伝統的建造物群保存地区等）、奥飛騨温泉

郷、国立・国定公園（白山国立公園、中部山岳国立公園

等）、歴史・文化（高山祭等）など、全国有数の観光資源に

恵まれている 1)（図-7.32）。 

一方、交流の基盤である中部圏

の高規格幹線道路は、平成 19 年

（2007 年）9 月に中部縦貫自動車道

（高山西 IC～高山 IC）、平成 20 年

（2008 年）2 月に新名神高速道路

（亀山 JCT～草津田上 IC）が開通し、

平成20 年（2008年）7 月には東海北

陸自動車道（飛騨清見 IC～白川郷

IC）が開通予定である。 

このうち、飛騨地域を通過する東

海北陸自動車道は、日本中央部で

太平洋（東海地域）と日本海（北陸

地域）を結ぶ延長 185 ㎞の高規格

幹線道路である。当該路線は昭和

61 年 3 月に岐阜各務原～美濃間が

開通して以来、順次開通し、残る飛

騨清見～白川郷間の開通により全

線開通することになる （図-7.33）。 

図-7.32 飛騨地域周辺の主な観光資源 

図-7.33 東海北陸自動車道等の整備状況 
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② 目的 

今回の指定課題の分析の事例としては、平成 17 年（2005 年）度末～平成 20 年（2008 年）7 月に開通

する（した）東海北陸自動車道、中部縦貫自動車道、新名神高速道路の開通（以下、「東海北陸自動車

道の全線開通等」という）により、アクセス性向上が図られ、観光できる範囲の広域化が進み、岐阜県飛

騨地域の観光ポテンシャルの向上が見込まれることから、「交流圏人口」の試算及び分析の事例として

「観光入込客数」と「交流圏人口」の関係に着目し、東海北陸自動車道の全線開通等に伴う交流圏や観

光交流の拡大の可能性等について検討を行ったものである。 

 

7.4.2 分析事項及び分析方法 

① 分析事項 

国土交通省政策統括官付政策調整官室発行の「総合交通分析システムNITAS
ナ イ タ ス

 ver1.6.0（National 

Integrated Transport Analysis System）」を使用し、５倍地域メッシュを基本として以下の試算を行った。 

 (1)交流圏人口と観光入込客数の相関分析（最も相関の高い時間交流圏の選定） 

観光交流は、観光地の魅力をもとめて行動するものであり、一概に道路が整備され観光地へのアク

セス性向上が観光行動につながるというものではないが、アクセス性向上が、観光交流を増加する一

つの要素と考えられる。このため、道路整備によるアクセス性向上が、観光交流に及ぼす可能性を検

討するにあたって、統計データとして「観光入込客数」を使用し、移動時間の短縮によって生じる「交流

圏人口」の変化が「観光入込客数」とどの程度、相関関係にあるのかについて分析を行った。 

分析にあたっては、移動に掛かる時間によって、各市町村の「観光入込客数」と算出する「交流圏人

口」との相関関係に差があると考えられるため、１時間～４時間の各時間での相関関係を確認して、最

も相関関係の高い時間について確認し、以降の検討を行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図-7.34 分析事項（検討フロー） 

◆分析事項（検討フロー）

（２）高山地区の「３時間交流圏」の変遷

選定した時間交流圏による検討

（３）東海北陸自動車道の全線開通等による

「３時間交流圏人口」の変化

●東海北陸自動車道の開通時点ごとの

「３時間交流圏」の拡大

●「観光入込客数」の推移と

「道路網の整備状況」を整理

●計測した「３時間交流圏」と 年次別の

「観光入込客数」との関係を分析

●開通前、開通後の「３時間交流圏人口」

の変化を計測

どの地域が増加するかを整理

（１）交流圏人口と観光入込客数の相関分析

沿線市町村の
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（決定係数(R ）の大きいものを選定）
２

◆分析事項（検討フロー）

（２）高山地区の「３時間交流圏」の変遷

選定した時間交流圏による検討

（３）東海北陸自動車道の全線開通等による

「３時間交流圏人口」の変化

●東海北陸自動車道の開通時点ごとの

「３時間交流圏」の拡大

●「観光入込客数」の推移と

「道路網の整備状況」を整理

●計測した「３時間交流圏」と 年次別の

「観光入込客数」との関係を分析

●開通前、開通後の「３時間交流圏人口」

の変化を計測

どの地域が増加するかを整理

（２）高山地区の「３時間交流圏」の変遷

選定した時間交流圏による検討

（３）東海北陸自動車道の全線開通等による

「３時間交流圏人口」の変化

●東海北陸自動車道の開通時点ごとの

「３時間交流圏」の拡大

●「観光入込客数」の推移と

「道路網の整備状況」を整理

●計測した「３時間交流圏」と 年次別の

「観光入込客数」との関係を分析

●開通前、開通後の「３時間交流圏人口」

の変化を計測

どの地域が増加するかを整理

（１）交流圏人口と観光入込客数の相関分析

沿線市町村の

観光入込客数

データ（Ｈ１８）

各沿線市町村の

１時間交流圏人口の算出

各沿線市町村の

２時間交流圏人口の算出

各市町村を中心として
１時間で到達できる範囲内
の人口（H12国勢調査）の
合計を計算

各沿線市町村の
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各沿線市町村の
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関
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析
（各
時
間
ご
と
）

相関分析の結果

最も相関関係のある時間交流圏を選定

（決定係数(R ）の大きいものを選定）
２

（１）交流圏人口と観光入込客数の相関分析

沿線市町村の

観光入込客数

データ（Ｈ１８）

各沿線市町村の

１時間交流圏人口の算出

各沿線市町村の

２時間交流圏人口の算出

各市町村を中心として
１時間で到達できる範囲内
の人口（H12国勢調査）の
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２

相関分析の結果

最も相関関係のある時間交流圏を選定

（決定係数(R ）の大きいものを選定）
２
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(2)高山地区の「３時間交流圏」の変遷 

東海北陸自動車道等が順次整備さ

れていくのに伴い、飛騨地域の観光拠

点である高山地区（旧高山市）から３時

間で到達可能な圏域「３時間交流圏」

及びその人口「３時間交流圏人口」が

どのように推移していくかを計測した。

また、高山地区の「観光入込客数」の

推移と「道路網の整備状況」を整理し

た。さらに、計測した高山地区の「３時

間交流圏人口」と年次別の「観光入込

客数」との関係について分析した。 

 

(3) 東海北陸自動車道の全線開通等に

よる「３時間交流圏人口」の変化 

東海北陸自動車道の全線開通等の

開通前（平成 17 年（2005 年）度末）及び開通後（平成 20 年（2008 年）7 月）の「３時間交流圏人口」の

変化を計測し、道路整備によりどの地域が増加するかを整理した。 

 

② 分析方法 

 前記の各分析事項について、その分析方法・条件を整理すると以下の通りである。 

(1) 交流圏人口と観光入込客数の相関分析（最も相関の高い時間交流圏の選定） 

1) 対象道路ネットワーク 

平成 17 年度末（2005 年度末）時点（開通前）の道路ネットワークに基づいて計測した。 

2) 沿線市町村の位置 

東海北陸自動車道沿線市町村の位置は、平成 18 年（2006 年）時点の各市役所・町村役場で代

表した。 

3) １～４時間で到達可能な「交流圏人口」の集計方法 

５倍地域メッシュ（5km×5km メッシュ）単位で所要時間を計測し、５倍地域メッシュ人口（平成 12

年国勢調査）を集計した。 

4) 沿線市町村別「観光入込客数」 

東海北陸自動車道沿線市町村別の「観光入込客数」については、富山県・岐阜県内は平成 18

年、愛知県内は平成 17 年の数値を用いた。 

 

 

図-7.35 分析対象とした主な道路ネットワーク 

97





 

 99

0.131

0.275

0.336

0.243

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

１時間 ２時間 ３時間 ４時間

決
定
係
数

（
Ｒ
2

）

y = 0.1487x + 2E+06

R2 = 0.3361

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

0 10 20 30 40

３時間交流圏人口［百万人］

観
光
入
込
客
数

［
千
人

］

7.4.3 分析結果 

① 交流圏人口と観光入込客数の相関分析（最も相関の高い時間交流圏の選定） 

１～４時間の各時間の「時間交流圏人口」と沿線各市町村の「観光入込客数」の相関分析を行った結

果、相関を示す決定係数についてみると、各時間とも、ある程度の相関が見られるものの、「３時間交流

圏」の決定係数が 0.3361 でやや良い相関があり、最も高いことから、ここでは「３時間交流圏」を用いて以

降の分析を行うこととした。（参考：３時間での移動は日帰り可能な時間圏 3) 4)と言われている。） 

※ 決定係数(Ｒ
2
）とは、相関係数（Ｒ）を２乗したもので、相関分析等にあたり、ある変数（観光入込客数）と他の変数（各時間交流圏人口）との

相関関係を示す直線回帰式(y=ax+b)のあてはまりの精度を示す尺度である。決定係数の明確な基準はないが、目安として、0.8以上なら

精度が非常によい、0.5以上なら良い、0.25以上ならやや良い、0.25未満なら良くないと言われている5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-7.37 ３時間交流圏における相関分析 図-7.36 時間交流圏域別決定係数
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② 東海北陸自動車道等の整備の進捗に伴い高山地区の「３時間交流圏」が拡大 

高山地区の「３時間交流圏」の変遷の分析の結果、東海北陸自動車道等の整備に伴って高山の「３時

間交流圏」及び「３時間交流圏人口」は拡大してきており、「観光入込客数」も増加傾向である（図-7.38、

図-7.39）。特に平成 9 年（1997 年）～平成 10 年（1998 年）にかけて安房峠道路開通、東海北陸自動車

道と名神高速道路の接続により、「観光入込客数」が関東から「1.6 倍」、全体で「1.3 倍」と大幅に増加し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7.38 東海北陸自動車道

等の開通状況と高山地区の

「３時間交流圏」及び「３時

間交流圏人口」の変遷 

凡例 ３時間交流圏人

口 

東海北陸道の開通区間

 昭和 55 年（1980 年）度末の３時間交

流圏 
494 万人 － 

 平成 2 年（1990 年）度末   〃 516 万人 美濃ＩＣ～一宮木曽川ＩＣ 

 
平成 12 年（2000 年）度末   〃 1,060 万人 

小矢部砺波ＪＣＴ～五箇山Ｉ

Ｃ 

飛騨清見ＩＣ～美濃ＩＣ 

 平成 17 年（2005 年）度末   〃 1,091 万人 五箇山ＩＣ～白川郷ＩＣ 

 平成 20 年（2008 年）7 月   〃 1,150 万人 白川郷ＩＣ～飛騨清見 

※東海北陸道の開通段階ごとに、国土技

術政策総合研究所の 5 倍地域メッシュ

（5km×5km）及び、デジタル道路地図

データに基づいて算出した 3 時間交流

圏を重ね合わせて図化。 
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※吹き出しについて、○内の数字は開通月 

※青字は東海北陸自動車道（飛騨清見以南）、緑字は東海北陸自動車道（白川郷以北） 

※黒字は、中部縦貫自動車道 

図-7.39 高山地区（旧高山市）の方面別観光入込客数の推移 

 

高山地区の「３時間交流圏人口」と「観光入込客数」の相関関係を整理し、決定係数は 0.8828 となり精

度はよいことから、この回帰式を用いて推計すると、東海北陸自動車道の全線開通等の開通後は、開通

前に対して、高山地区の「３時間交流圏人口」は「約 60 万人（約 5％）」増加し、「観光入込客数」は「約

3％」増加すると試算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図-7.40 高山地区（旧高山市）の「３時間交流圏人口」と「観光入込客数」の相関分析 

※高山市の「３時間交流圏」を計測した年次の「３時間交流圏人口」をＸ軸に、当該年度を中心とした
10（8 または 3）年間の「観光入込客数」の平均をＹ軸にプロットして、これらの関係を整理した。 
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10万人未満の増加
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※計測範囲内についてのみ着色

供用済み
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開通（予定）区間

③ 東海北陸自動車道の全線開通等による「３時間交流圏人口」の変化 

東海北陸自動車道の全線開通等による「３時間交流圏人口」の変化については、東海北陸

自動車道の全線開通等による影響範囲（計測範囲）は、岐阜県を中心に「10 県」に渡ると試算

される（図-7.41）。 

「３時間交流圏人口」は、影響範囲全体で「約 62 百万人」増加すると試算され、開通区間に

隣接する高山市・白川村・福光町など「18 市町村」で「３時間交流圏人口」が 100 万人以上増

加すると試算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7.41  

東海北陸道の全線開通等による 

「３時間交流圏人口」の変化 

【平成 17 年(2005 年)度末～平成 20 年(2008 年)7 月の比較】 

※NITAS による試算結果を基に模式図化 

※平成 12 国勢調査の市町村人口に基づく 

※平成 16 年（2004 年）3 月時点の市町村単位で計測
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この結果をみると、「３時間交流圏人口」は増加していることから、これらの18市町村を中心とした岐阜・

富山県境周辺地域では、東海北陸自動車道の全線開通等により、今後「観光入込客数」の増加が期待

される。 

影響圏の外縁部についてみると、高規格幹線道路に沿って新潟県（北陸自動車道沿い）、愛知県（東

名高速道路沿い）、滋賀県（名神高速道路沿い）などで「３時間交流圏人口」が増加すると考えられる。

（表-7.2） 

表-7.2 県別「３時間交流圏人口」の変化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※東海北陸自動車道全線開通等の影響範囲（3 時間交流圏）内の市町村の人口で比較 

※平成 16 年（2004 年）3 月時点の市町村単位で計測 

※開通前交流圏人口：平成 17 年（2005 年）度末時点のネットワークで計測した３時間交流圏人口。 

※開通後交流圏人口：平成 20 年（2008 年）7 月時点のネットワークで計測した３時間交流圏人口。 

※人口は現況・将来とも平成 12 国勢調査の市町村人口に基づく。 

 

7.4.4 分析を実施して分かったこと 

 

① 指標面及び作業面での良否 

高規格幹線道路の整備を例として、道路整備によって短縮される移動時間の変化が、地域の観光に

及ぼす可能性を試算するに当たって、交流圏データを活用することにより、その影響範囲（交流圏）や

「交流圏人口」の変化を定量的に把握することができた。さらに、観光入込みの拡大の可能性が今後どの

ような地域・範囲で高くなるかを分かりやすく示すことができ、道路の開通による観光面での整備効果の

指標として「交流圏人口」という指標は有意義であると考えられる。ただし、「交流圏人口」の拡大と「観光

入込客数」との相関については、すべての観光地が一様でなく、各観光地（市町村）ごとの「観光入込客

数」との相関を確認する必要があることや、観光ルートなどの開発・観光誘致等にも大きく影響されると考

 
３時間交流圏人口［千人］

３時間交流圏人口の変

化 

開通前 開通後 増分[千人] ［％］ 

富山県 166,161 189,804 23,644 14.2% 

石川県 179,834 182,562 2,891 1.5% 

福井県 369,826 371,003 1,714 0.3% 

長野県 270,457 271,230 794 0.3% 

岐阜県 914,533 942,670 28,146 3.1% 

愛知県 828,985 831,458 2,798 0.3% 

三重県 212,533 213,045 589 0.2% 

滋賀県 538,090 538,579 790 0.1% 

新潟県 74,367 74,539 172 0.2% 

静岡県 12,438 12,460 22 0.2% 

計 3,567,224 3,627,350 61,558 1.7% 
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えられることから、指標としては、あくまでも基礎データの一つとして扱い、利用に当たっては算出条件明

示などの留意が必要である。 

作業面については、NITAS や観光統計データを用いることで分析が可能であり、比較的扱いやすい

手法であると考えられる。 

 

② 今後の課題 

今回は、道路整備に係る一般的な開発効果を表す評価指標の一つとして、「交流圏人口」に着目し、

「観光入込客数」との関係の分析、高山地区を対象とした東海北陸自動車道の全線開通等による「３時

間交流圏人口」の変化と「観光入込客数」の変化の試算、「3 時間交流圏人口」の増加量の試算を行い、

図化を行った。 

今後の課題として、「観光入込客数」を中心とした観光統計については、これまで自治体ごとに基準や

調査方法等が不統一であったが、平成 8 年（1996 年）に（社）日本観光協会が「全国観光統計基準」を作

成している他、国レベルでは 2010 年までに観光統計の新基準が策定される予定であることから、今後、

観光統計を利用して分析を行うに当たっては、これまでの統計との整合性等に留意した検討が必要であ

る。 

また、「観光入込客数」は、出発地から観光地への所要時間だけでなく、他の要素にも影響を受けると

考えられることから、例えば、観光目的ＯＤ等と組み合わせて「交流圏人口」との関係を検討するなどが考

えられる。 

さらに、今回は、NAITAS に組み込まれている国勢調査データを元に「交流圏人口」に基づいて分析を

行っているが、近年アジアからの観光客が増加傾向にあることなどから、海外から訪れる観光客数も考慮

することが求められる。 
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＜参考資料＞ 

１ ＮＩＴＡＳ出力結果 

１.1 昭和 55 年度（1980 年度）末における高山市の「３時間交流圏」（5km メッシュデータ） 
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1.2 平成２年度（1990 年度）末における高山市の「３時間交流圏」（5km メッシュデータ） 
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1.3 平成 12 年度（2000 年度）末における高山市の「３時間交流圏」（5km メッシュデータ） 
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1.4 平成 17 年（2005 年）度末における高山市の「３時間交流圏」（5km メッシュデータ） 
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1.5 平成 20 年（2008 年）7 月の東海北陸自動車道の全線開通等における高山市の「３時間交流

圏」 

（5km メッシュデータ） 
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飛騨清見 IC 

白川郷 IC

２ 関連分析結果 

 

2.1 東海北陸自動車道の全線開通等による「３時間交流圏人口」の変化の計測範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（飛騨清見 IC 及び白川郷 IC から３時間で到達可能な範囲） 

 

図 2.1.1 東海北陸自動車道の全線開通等による「３時間交流圏人口」の影響範囲（計測範囲） 

※NITAS による試算結果を基に模式図化 

※平成 16 年（2004 年）3 月時点の市町村単位で算出
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5％未満の増加（計測範囲）
5％以上の増加
10％以上の増加
15％以上の増加

※計測範囲内についてのみ着色

供用済み

2006.3～2008.7の
開通（予定）区間

2.2 東海北陸自動車道の全線開通等による「３時間交流圏人口」の変化 

（増加率による分類） 

【開通前（平成 17 年(2005 年)度末）～開通後（平成 20 年(2008 年)7 月）の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1 東海北陸道の全線開通等による「３時間交流圏人口」の変化 

（増加率による分類） 

【開通前（平成 17 年(2005 年)度末）～開通後（平成 20 年(2008 年)7 月）の比較】
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表 2.2.1 「３時間交流圏人口」が 100 万人以上増加すると予想される市町村 

順位 県 市町村 
３時間交流圏人口  ［千人］ ３時間交流圏人口の変化 

開通前 開通後 増分[千人] ［％］ 

1 岐阜県 宮村 5,800 10,399 4,599 79.3% 

2 岐阜県 久々野町 5,778 9,537 3,759 65.1% 

3 富山県 福光町 6,316 9,449 3,134 49.6% 

4 富山県 井口村 5,938 9,049 3,110 52.4% 

5 富山県 城端町 6,312 9,395 3,084 48.9% 

6 岐阜県 丹生川村 9,656 11,749 2,093 21.7% 

7 岐阜県 高根村 2,520 4,231 1,711 67.9% 

8 岐阜県 高山市 10,561 11,987 1,425 13.5% 

9 富山県 庄川町 4,487 5,898 1,411 31.5% 

10 岐阜県 朝日村 5,033 6,408 1,375 27.3% 

11 岐阜県 白川村 11,437 12,765 1,328 11.6% 

12 富山県 福野町 5,600 6,805 1,205 21.5% 

13 岐阜県 上宝村 4,724 5,892 1,168 24.7% 

14 富山県 井波町 4,822 5,983 1,161 24.1% 

15 岐阜県 関市 12,292 13,431 1,138 9.3% 

16 岐阜県 美濃市 12,619 13,635 1,017 8.1% 

17 富山県 福岡町 5,106 6,123 1,016 19.9% 

18 富山県 上平村 9,495 10,497 1,001 10.5% 

※東海北陸自動車道全線開通等の影響圏（3 時間交流圏）内の市町村の人口で比較 

※平成 17 年（2005 年）度末と平成 20 年（2008 年）3 月時点のネットワークで比較 

※平成 16 年（2004 年）3 月時点の市町村単位で計測 

※人口は平成 12 国勢調査の市町村人口による 
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３ 岐阜県及び東海北陸自動車道沿線地域の観光動向 

 

3.1 岐阜県の観光動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1 岐阜県の観光入込客数及び宿泊客数の推移 

3.2 高山市の観光動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合併後の高山市を構成する旧市町村の合計 

図 3.2.1 高山市の観光入込客数及び宿泊客数の推移 
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3.3 東海北陸自動車道沿線地域の観光動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.1 岐阜県白川村の観光入込客数及び宿泊客数の推移 

出典：岐阜県観光レクリエーション動態調査 岐阜県産業労働部観光交流課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合併後の郡上市を構成する旧市町村の合計 

図 3.3.2 岐阜県郡上市の観光入込客数及び宿泊客数の推移 

出典：岐阜県観光レクリエーション動態調査 岐阜県産業労働部観光交流課 
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3.4 高山地区（旧高山市）の観光入込客数及び宿泊客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.1 高山地区（旧高山市）の観光入込客数及び宿泊客数の推移と道路網の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.2 高山地区（旧高山市）の方面別観光入込客数の構成 

出典：観光統計 高山市商工観光部観光課（昭和 55 年～平成 16 年） 
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４ 訪日観光の動向 

4.1 訪日外国人観光客数の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.1 地域別訪日外国人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.2 アジア地域別訪日外国人数の推移 

出典：国際観光振興機構（JNTO）資料 
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4.2 岐阜県の外国人観光客の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.1 岐阜県の外国人宿泊客数の推移 

 

4.3 高山市の外国人観光客の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合併後の高山市を構成する旧市町村の合計 

図 4.3.1 高山市の外国人宿泊客数の推移 
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4.4 東海北陸自動車道沿線地域の外国人観光客の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.1 岐阜県白川村の外国人宿泊客数の推移 

出典：岐阜県観光レクリエーション動態調査 岐阜県産業労働部観光交流課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合併後の郡上市を構成する旧市町村の合計 

図 4.4.2 岐阜県郡上市の外国人宿泊客数の推移 

出典：岐阜県観光レクリエーション動態調査 岐阜県産業労働部観光交流課 
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4.5 高山地区（旧高山市）の外国人観光客の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5.1 高山地区（旧高山市）における外国人観光客の地域別入込客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5.2 高山地区（旧高山市）における外国人観光客の地域別入込客数の構成 

出典：観光統計 高山市商工観光部観光課（平成 5 年～平成 16 年） 
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図 4.5.3 高山地区（旧高山市）におけるアジアからの地域別宿泊客数と構成（平成 18 年） 

出典：観光統計 高山市商工観光部観光課 
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4.6 新聞記事 
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